







































































2014年 「tabiそら展」の様子 2015年 「tabiまち展の様子
2015年 tabiまち展「まいご」
平成28年3月2日
デザインのこれまでとこれから ソーシャルデザインに求められること
環境デザイン学科 専任講師 石井大介
context ・変化し続ける社会，変化し続けるデザイン・
多様化が進む今日の社会とそこに生きる私たち。予測できないこれからの社会を生きていく為に，個人が無責任に行動
するのではなく，大きな文脈の中で物事を判断し，それぞれの文脈でふさわしい行動をとる事が求められる。現代社会で
はモチベーションの基盤を，従来の管理論による「目標と罰則」という飴と鞭に置くのではなく，自律した個人による内
発的な動機付けに置く事が重要だと考えられる様になってきている。我々を取巻くグローバル経済における資本の論理や，
既存市場の原理に左右されず，自ら考え行動する環境を整えるには，従来とは異なるクリエイティブなアプローチが必要
とされているのではないだろうか。
designthinking ・感性と思考のデザイン・
・デザインシンキング・とは，物事を考え，企画し，組立てるプロセスに ・デザイン・というアプローチを取り入れた
考え方である。それは，専門的な分野で技術者が具体的な形をつくる ・スペシャリスト・のスキルではない。高度に複雑
な状況にある現代社会を感覚的に，論理的に，包括的に捉え，責任を持った方法で対処し，問題解決を図る ・ジェネラリ
スト・としてのアプローチである。
designskil ・これからのデザインスキル・
現代のデザインという分野では，顕在化している課題からスタートするのではなく，社会，経済，環境など様々な背景
を洞察し，ありたい姿を描く事から始める。感性と思考から課題を見出し，チームと対話を重ねながら，共にまだ見えな
い答えと向き合う為に，本研究ではデザインのアプローチを元にアパレル企業のブランディングや，企業との新規事業開
発セミナー，教育機関の地域連携プロジェクトを実践し，経験を通して，それぞれから見えてくる課題や可能性を考察し
てきた。
socialdesignis...・ソーシャルデザインとは・
そして様々なプロジェクトの経験を通して，改めて ・ソーシャルデザイン・の重要性が分かってきた。ソーシャルデザ
インを，ただ地域や社会への貢献事業を指す言葉だけでなく，1）課題の経済的な発展に貢献する事，2）当事者の思考を
競争（competition）から共創（co-creation）へと変革する事，3）ソーシャルメディアをスキルの活用や浸透に役立て
る事，4）分野を超えた包括的なデザインによって新たな環境を作る事と捉えた時に，様々な事業やプロジェクトで本当
に向き合わなければいけない課題が見えてくる。今後，本研究にて学外の様々な領域の人々と課題を共有し，共に取り組
む事で，デザインの新たな役割とそれを学ぶ教育を実践していきたい。
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